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論文の内容の要旨

　本研究はフィリピン，セブ島に分布する新生代後期の層序区分の確立と産出する海性軟体動物化石の系統分類，

群集特性，年代決定，広域対比，生息環境などを究明したフィリピンでは初めての本格的な古生物学的研究であ

る。セブ島に分布する新第三系は詳細な野外調査により南部のArgao－Da1agueta地域では下位より　Ca1agas狐

Fomati㎝，Buto㎎Limestone，Li㎜t－od　Formationに区分され，中・北部のNaga地域では下位よりMasaba

Formation，Cebu　Limestone，Cantabaco　Fomユation，A王paco　Formation，Bari1i　Formationに区分される。両地域

間の層序は岩相，産出した貝類化石，有孔虫化石，ナノ化石などから国際的年代尺度で，Argao－Da1aguete地域

ではCa1agasan　FomationがLate　O1igoce巫e，ButongLimestoneは1ate　O1igocene～early　Mocene，Linut－od

Fomationはearly　M1oceneである。Naga地域のMasaba　FomationとCebu　Limestoneは大型有孔虫化石か

らiate　O1igoceneからear1y　Miocene，Cantabaco　Fomationはearly　ear1y　Miocene，A1paco　Formationはear－

1y　Miocene，そしてやや分離して分布するBari1i　For㎜ationは1ate　Moceneからear1y　Plioceneであること

が初めて明らかになった。Ca1agasanFor㎜ationからBari1iFomationにかけて34産地から得られた貝類化石

は53科！！8属246種（腹足類ユ43種，二枚員類ユ03種，うち12新種を含む）が同定された。これらの化石群集はそ

の産状と群集組成からMmer（ユ981），Kidwe11ほか（！983．1997）やFurs1chほか　（1995）の群集解析と化石

産出論を参照し，以下のように5Association　（現地性）と8Assemb1age（異地性）に識別された

Ca亘agasan　Format1on…浅海性のCle皿eη亡ja一αr㏄Assocゴa亡ゴoη，Cr∂ssOs亡re∂9な∂sAssOcゴ∂亡ゴ0η

Li㎜t－od　Fomatlon…汽水性ないし浅海性のA岬u川ηoρsゴs∂rg∂oeηsゴs　Associati㎝，Cr∂ssos亡rε∂sp．

Association，Aη∂d∂r∂　Assocゴ∂亡joη，　∫亡ro㎜bus－y∂s亡ゴc∂rd～㎜一Potamid　Assenユb1age，　re！！ゴη∂Assemb1age，

Aη∂d∂r∂一Me！oηgεη∂Ass㎜b1age

A1paco　Formation…浅海性のVeρrjcardfu㎜Ass㎜b1age，F／orゴ㎜e亡js－0s亡re∂Asse皿b1age，C∂rdん㎜Assenユbgl－

age，〃∂croc∂川s亡∂erパゴη∂Assemb1ageである。

　さらに，群集特性からこれらはCa1agasan，A1paco，Bari1i，Fa㎜aとして認識される。このうちはA1paco

Faunaは特にV北∂ry∂一Aη3d∂r∂Faunaと称されるフィリピンのPitogoFaunaや日本の門ノ沢ファウナと種

属構成から対比される。さらにCalagasan　Fa㎜aは北九州の芦屋ファウナに対比が出来る。セブ島産主要な構

成属の中には，地中海地域の始新世一漸新世に起源を有すTy㎜ρaηo亡oηoエ1s，A叩u〃η∂，A岬u〃ηoρsゴs，

　G1ob1ll∂rゴaやC／e孤εη1ゴ∂が本調査地域をはじめインドネシア，ミヤンマ，パキスタン，母島などにも産出
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することから，東南アジア地域の貝類群集は始新世時代以降地中海地域と祖先系と系統的に関係があったと推測

している。それらの系統、地理的分布とその伝幡経路についてさらに検討をすべきことを今後の問題として指摘

した。

審査の結果の要旨

　インドー太平洋地域における新生代から現代に至る軟体動物群は世界的にも豊富でその多様性・種分化の著し

い海域として知られている。フィリピンの新生代後期軟体動物化石の研究は本邦における新生代貝類化石群のルー

ツを究明するのに重要な地域で，その年代層序学的研究と共に，最も重要な分類学的研究が待たされていた。本

研究は詳細な層序学的研究に基づき，初めて微化石資料と貝類化石によって広域的な地質年代を決定し，群集組

成を明確にした先駆的研究と評価され，特に5Associati㎝と8Assemb1ageを識別し，未決定種を含むが246

種の貝類化石の分類が出来たことは，今後のインドー太平洋動物群（Indo　Paciflc　Fama）に関する研究に大い

に貢献するものと高く評価された。

　よって，著者は（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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